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・余剰汚泥の脱水,減容化
・バイオファウリング対策

・腐食原因菌防除宿主細菌が形成する
バイオフィルム
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・バイオプラスチック抽出

・病原菌防除
・食品の保存性向上

排水処理 農業

金属腐食対策 細胞内有用物質抽出

水域環境

細菌捕食性細菌の生態と環境技術への応用

研究の目的

実環境中において多くの細菌は物質表面に付着してバイオフィルムと呼ばれる細菌の集合体を形成して生育しています。
細菌はバイオフィルムを形成することで金属腐食や配管汚染，植物の病気を引き起こす場合があり，人々の生活に悪影響を
もたらすことが知られています。現在ではブラッシング等による物理的洗浄や殺菌剤の散布によるバイオフィルムの除去
が行われていますが，これらの方法は薬剤による環境負荷やコストが高くなることが問題視されています。そこで本研究
では，他の細菌を餌にして生育する「細菌捕食性細菌」に着目し，本菌を用いてバイオフィルムを除去する手法の検討を目的
としています。

技術の特長

細菌捕食性細菌とは他の生きた細菌を捕食し，自身の栄養源として生育する細菌であり，薬剤耐性菌を含む様々な細菌を捕
食できることが明らかとなっています。このようなユニークな生態を活かし，医療分野では抗生物質に代わる新たな薬剤と
して感染症治療への活用や，環境工学分野では排水処理分野での汚泥の脱水・減容化，微生物金属腐食対策，細胞内有用物
質の抽出，農業分野では微生物農薬としての利用が期待できます。

主な結論と今後の展開

細菌捕食性細菌の捕食メカニズムは未解明な点が多く，環境条件によって捕食作用が不安定であることが示唆されています。
細菌捕食性細菌のモデル細菌を用いてその生活環を確認し，好気・嫌気条件下での捕食作用を評価した結果，好気条件下での
み宿主細菌を捕食することを確認し，捕食作用を発揮させるためには酸素の供給など環境条件を整える必要があることが明
らかとなりました。今後は細菌捕食性細菌の生態解明に関する基礎研究と，産業利用のための応用研究を両輪で進め，細菌捕
食性細菌の能力を最大限に引き出す利用方法の最適化を図ります。
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細菌捕食性細菌の利用が期待される環境技術細菌捕食性細菌の生活環
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